




1 ．は じ め に





















的企業が KDDI 株式会社(以下略 KDDI)である。












































Porter らが訴えた米国流フィランソロピー(受動的 CSR)から CSV(戦略的 CSR)への脱却，
CSRから CSVへの流れに対し，川村(2015)は Porterと Kramerはフィランソロピーを主に
CSRとして認識しており，それは本来の CSRではないとし，代わりに第 1・第 2の CSRを
提唱した。第 1の CSRは本来の CSRのことで，本業外の社会貢献活動を超えたものであり，
企業自らのビジネスによって環境・社会に及ばす影響に対する責任である。これは ISO26000
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の定義に基づいたものである。そして第 2の CSRは Porter and Kramer(2011)が概念を規定し
た CSVに相当し，自らが直接の原因者ではない社会的課題の解決に向けて本業で取り組むこ




































も含めたサポートを徹底的に行うものである。第 1 期目の支援プログラムでは KDDI 社内を































































図 1 KDDI Meet Up!
















ループへの出資も検討され，実際に第 1 期の 5 社の中の 2 社はプログラム終了後出資を受けて
おり，KDDI Open Innovation Fundは∞Labo 終了後の金銭面でのサポート役を担っている
(図 2 )。その他，Eコマース，メディア，O2O(Online to Offline)，ゲームなどのインターネット
サービスを中心に，国内15社，海外 9 社の計24社へ出資を行った。
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図 2 ∞Labo と Open Innovation Fund のつながり
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